
 

 

(2026 年 10 月現在) 

非常時作動型防災継手 
ＡＸＯＮジョイント 

 

過去の大地震の被害を教訓に耐震工法指針や業界規格が改定され、総合的かつ計画的な地震対策が

段階的に進められています。一方、最近の地震被害報告では、断層変位や斜面崩壊など地盤変状による

膨大な荷重が管路に作用することで脱管してしまう事例も見られています。 

これらの従来の設計では見込まれていなかったような事象に対しても、管路の危機耐性を実現すべく 

「ＡＸＯＮジョイント」を開発しました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＡＸＯＮジョイント」は、平常時はコンパクトな状態を保ちつつ、 

一定以上の荷重が作用した時に初めてあらゆる方向に伸長して、通水機能を確保します。 

平常時は固定 

(変位無し) 

有事の際 

ストッパーが離脱し 

蛇腹部分が可動 


